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出
石
町
は
兵
庫
県
の
北
部
に
位
置
す
る
緑
豊
か
な
城
下
町
で
あ
る
。

出
石
城
趾
の
石
段
を
上
が
る
と
、
眼
下
に
古
い
町
並
み
が
広
が
り
、

町
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
日
本
最
古
の
時
計
台
・
辰
鼓
楼

し
ん
こ
ろ
う

は
、
三
代
目

の
時
計
が
今
も
時
を
刻
ん
で
い
る
。
こ
こ
に
か
つ
て
在
っ
た
出
石
藩

は
、｢

出
石
郡
・
養
父
郡
と
現
在
は
城
崎
郡
に
統
合
さ
れ
て
い
る
気

多
郡
・
美
含
郡
を
中
心
に
、
丹
後
・
美
作
の
一
部
を
領
有
し
た
外
様

中
藩｣

(『

藩
史
大
事
典』)

で
あ
っ
た
。
藩
主
は
、
小
出
氏
か
ら
松

平
氏
、
さ
ら
に
宝
永
三
年

(

一
七
〇
六)

に
信
濃
国
上
田
藩
よ
り
入

封
し
た
仙
石
氏
へ
と
代
わ
り
、
仙
石
氏
が
幕
末
ま
で
支
配
し
た
。

仙
石
氏
に
仕
え
た
藩
士
に
重
田
氏
が
い
る
。
信
州
上
田
時
代
か
ら

の
家
臣
で
、
天
保
十
三
年

(

一
八
四
二)

成
立
の
出
石
藩

『

諸
氏
略

家
譜』

に
よ
る
と
、
最
初
は

｢

塚
本｣

(

寛
文
十
三
年

(

一
六
七
三)

頃)

を
名
乗
り
、｢

柳
沢｣

(

正
徳
五
年(

一
七
一
五)

頃)

、｢

重
田｣

(

延
享

(

一
七
四
四
〜
八)

以
後)

へ
と
改
姓
し
た
こ
と
が
わ
か
る

(

�)

。

同
書
に
は
、
重
田
姓
で
次
の
二
名
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

一

九

御
普
請
奉
行
席石
貳
人
扶
持

重
田
忠
蔵
居
中

一

安
永
四
乙
未
年
十
月
廿
九
日

跡
目

后
七
拾
俵
五
人
扶
持

一

六
拾
俵
五
人
扶
持

重
田
覚
治
居
孝

后
甚
五
兵
衛

一

天
保
九
戊
戌
年
十
二
月
十
九
日

家
督

普
請
奉
行
は
、
藩
士
の
う
ち
、
侍
の

｢

切
り
米
取
り

(

蔵
米
取
り)｣

に
属
す
身
分
で
あ
り

(『

出
石
町
史

(

�)』)

、
出
石
藩
の
執
務
日
誌

『

御

用
部
屋
日
記』

に
も
重
田
の
名
は
見
い
だ
せ
る
。
そ
の
重
田
家
に
代
々

伝
え
ら
れ
て
き
た
文
書
と
典
籍
が
、
子
孫
の
大
谷
家
に
受
け
継
が
れ

て
現
存
す
る
。
元
神
戸
学
院
大
学
法
学
部
長
室
秘
書
の
大
谷
順
子
さ

ん
の
ご
主
人
英
俊
さ
ん
の
母
花
子
さ
ん
が
所
蔵
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、

そ
れ
ら
は
文
書
四
十
九
点
、
和
本
百
二
十
九
冊
、
お
よ
び
木
箱
と
そ

の
中
に
納
め
ら
れ
た
的
矢
三
本
な
ど
で
あ
る
。

出
石
藩
で
は
、
仙
石
家
三
代
の
政
辰

ま
さ
と
き

が
安
永
四
年

(

一
七
七
五)

に
藩
校
を
創
設
し
、
四
代
の
久
行
ひ
さ
ゆ
き

が
天
明
二
年

(

一
七
八
二)

に

｢

弘
道
館｣
と
名
付
け
た
。
弘
道
館
を
称
す
る
藩
校
は
、
水
戸
藩
を
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は
じ
め
全
国
に
六
校
あ
る
が
、
出
石
藩
が
最
も
早
い
開
校
で
あ
る
。

出
石
の
弘
道
館
は
数
多
く
の
俊
英
を
輩
出
し
て
お
り
、
な
か
で
も
加

藤
弘
之

(
一
八
三
六
〜
一
九
一
六)

は
著
名
で
、
江
戸
に
出
て
佐
久

間
象
山
の
門
下
と
な
り
、
そ
の
後
、
立
憲
政
体
を
論
じ
た

『

隣
草』

を
刊
行
し
、
東
京
大
学
初
代
総
理
、
東
京
帝
国
大
学
総
長
を
勤
め
た
。

ほ
か
に
も
、
明
治
期
に
活
躍
し
た
出
石
出
身
者
は
多
い
。
気
象
通
報

の
創
始
者
・
桜
井
勉

(
一
八
四
三
〜
一
九
三
一)

や
、
明
治
女
学
校

を
開
校
し
た
木
村
熊く

ま

二じ

(

一
八
四
五
〜
一
九
二
七)

、
北
海
道
林
業

の
先
覚
者
・
田
中
壌

さ
か
い(

一
八
五
八
〜
一
九
〇
三)

な
ど
、
枚
挙
に
暇

が
な
い
。『

兵
庫
県
教
育
史

藩
学
郷
学
私
塾
寺
小
屋
篇』

に
よ
る

と
、
出
石
藩
に
は
、
郷
学
、
私
塾
、
心
学
舎
、
寺
子
屋
も
設
置
さ
れ
、

｢

教
育
事
業
は
日
を
逐
う
て
盛
観
を
呈
し｣

、｢
天
保
か
ら
弘
化
へ
の

黄
金
時
代
を
現
出

(

３)｣

し
た
と
い
う
。
こ
う
し
た
豊
か
な
教
育
環
境
が

人
材
を
輩
出
す
る
土
壌
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
明
治
九

年

(

一
八
七
六)

の
大
火
で
町
の
三
分
の
二
を
焼
失
し
、
文
書
や
典

籍
も
多
く
が
失
わ
れ
た
。
よ
っ
て
重
田
家
旧
蔵
の
文
書
と
典
籍
は
、

点
数
は
け
っ
し
て
多
く
は
な
い
が
、
当
時
の
政
治
情
勢
の
み
な
ら
ず
、

出
石
の
学
問
を
も
伝
え
る
貴
重
な
資
料
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
文
書
の
い
く
つ
か
を
と
り
あ
げ
、
見
て
い
こ
う
。
知
行
関

係
書
状
が
、
慶
安
元
年

(

一
六
四
八)

、
貞
享
三
年

(

一
六
八
六)

か
ら
天
保
九
年

(

一
八
三
八)

に
か
け
て
十
一
点
存
す
る
。｢

親
類

書｣

三
冊(

文
化
十
五
年(

一
八
一
八)

・
文
政
四
年(

一
八
二
一)

・

嘉
永
四
年

(

一
八
五
一))

や

｢

覚｣

一
通
に
は
重
田
家
の
親
族
の

名
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
慶
安
五
年

(

一
六
五
二)

の
奥
書
を
有

す
る

『

柔
捕
目
録』

は
、
内
題
に

｢

柔
新
心
流
目
録｣

と
あ
る
よ
う

に
、
江
戸
時
代
初
期
に
関
口
氏
心

う
じ
む
ね

が
開
い
た
柔
術

｢

新
心
流｣

の
技

を
列
記
す
る
。
そ
し
て
、｢

拝
領
御
的
矢
添
書｣

は
、
文
政
十
三
年

(

一
八
三
〇)

九
月
十
九
日
に

｢

大
御
書
院｣

で
行
わ
れ
た
、
仙
石

氏
五
代
久
道

ひ
さ
み
ち(

一
七
七
四
〜
一
八
三
四)

隣
席
の

｢

的
前
見
分｣

の

折
に
、
七
十
六
歳
の

｢

重
田
甚
五
兵
衛
居
中｣

が

｢

的
矢｣

を
拝
領

し
た
出
来
事
を
書
き
留
め
て
い
る

(

本
文
後
掲)

。
こ
の
文
書
に
は

草
稿
や
下
書
き
が
四
通
付
随
し
、
拝
領
し
た
的
矢
を
納
め
た
箱
の
蓋

に
も
同
内
容
の
裏
書
き
が
確
認
さ
れ
る
。
箱
の
表
に

｢

拝
領

御
的

矢

一
手｣

と
あ
り
、
中
に
は
三
本
の
的
矢
の
ほ
か
に
、
扇
面
が
三

枚
、｢

政
俊
公
ヨ
リ
拝
領
�
御
自
筆

錦

一
切｣

と
記
し
た
紺
紙
の

包
紙
と
、
そ
れ
に
包
ま
れ
た
蠍
と
花
を
織
り
こ
ん
だ
錦
の
切
れ

(

５

㎝
×
９
㎝)

が
一
枚
入
っ
て
い
た
。｢

政
俊
公｣

は
、
信
濃
国
上
田

藩
仙
石
家
二
代
藩
主
政
俊

(

一
六
一
七
〜
一
六
七
四)

の
こ
と
か
。

こ
の
日
の
的
前
の
見
分
は
、『

御
用
部
屋
日
記』

の
同
日
条
に
も
記

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に

｢

甚
五
兵
衛
居
中｣

の
情
報
は
な
い
。
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｢
甚
五
兵
衛
居
中｣

は
年
齢
か
ら
逆
算
す
る
と
宝
暦
五
年

(

一
七
五

五)
の
誕
生
と
な
る
。『

諸
氏
略
家
譜』

に
は
、
忠
蔵
は
家
督
を
継

い
だ
の
が
安
永
四
年

(

一
七
七
五)

で
、
覚
治
は
天
保
九
年

(

一
八

三
八)

と
あ
る
か
ら
、
忠
蔵
が
該
当
し
よ
う
。
な
お
、
覚
治
の
名
前

の
左
に
付
さ
れ
た

｢

后
甚
五
兵
衛｣

は
後
の
改
名
を
示
す
。『

諸
氏

略
家
譜』

の
凡
例
に

｢
家
督
後
改
名
ア
ラ
バ
其
名
ノ
脇
ニ
後
何
某
ト

書
ベ
シ｣

と
あ
り
、｢
親
類
書｣

(

嘉
永
四
年)

に
も
、
弘
化
元
年

(

一
八
四
四)

に
改
名
し
た
由
を
記
し
て
い
る
。
こ
の

｢

的
前
見
分｣

で
の
出
来
事
は
、
忠
蔵
が

｢

此
の
上
も
な
き
家
の
面
目
、
後
世
の
宝

物｣

と
記
し
た
よ
う
に
、
重
田
家
に
と
っ
て
は
大
変
な
名
誉
で
あ
っ

た
。
じ
じ
つ
、
そ
の
子
孫
は
、
明
治
以
降
、
転
居
を
繰
り
返
す
も
の

の
、
文
書
と
的
矢
を
今
日
ま
で
大
切
に
伝
え
て
き
た
の
で
あ
る
。
さ

ら
に
、
忠
蔵
が
、
拝
領
し
た
的
矢
を
用
い
て
立
射
を
行
っ
た
こ
と
と

文
書
後
半
の
三
句
か
ら
は
、
忠
蔵
が
も
と
も
と
射
術
に
功
績
が
あ
っ

た
こ
と
が
う
か
が
え
、『

柔
捕
目
録』

の
存
在
も
あ
わ
せ
、
重
田
家

が
武
術
に
長
け
た
家
柄
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
よ
う
。

つ
ぎ
に
典
籍
を
概
観
す
る
。
江
戸
後
期
か
ら
明
治
の
版
本
が
ほ
と

ん
ど
で
、
一
冊
だ
け
手
書
き
の
書
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
は

｢

小
谷｣

や

｢

今
西｣

な
ど
の
蔵
書
印
や
手
沢
を
示
す
署
名
が
散
見

さ
れ
る
。
そ
の
う
ち
文
政
元
年

(

一
八
一
八)

刊

『

易
学
発
蒙』

五

冊
に
押
さ
れ
た

｢

但
馬
出
石

／
含
翠
楼
／
柳
町｣

の
印
は
、

井
上
家
の
蔵
書
印

(

�)

で
、
上
か

ら
墨
で
バ
ツ

(

×)

を
付
し

て
消
さ
れ
て
い
る
。
井
上
家

は
重
田
家
の
親
戚
で
あ
り
、

井
上
家
か
ら
重
田
家
へ
渡
っ

た
本
で
あ
っ
た
と
み
な
さ
れ
る
。
ほ
か
に
も

｢

涼
風
楼
主
人｣

の
書

き
付
け
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
多
く
の
表
紙
に
、｢

重
田
蔵
書
之
印｣

の
朱
印
を
押
し
た
和
紙
の
紙
片
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
上
段
の
枠
に

｢

明
治

年

月

日｣

、
右
枠
に

｢

之
部｣

、
左
枠
は

｢

号｣

と
あ
り
、
空
欄
に
記
入
す
る
形
で
あ
る
。
か
か
る
な
か
注
目
さ
れ
る

の
が
、
明
治
十
五
年

(

一
八
八
二)

書
写
の

『

日
本
外
史
論
文』

で

あ
る
。
手
写
し
た
今
西
省
三

(

一
八
六
八
〜
一
九
一
七)

は
、
大
谷

花
子
さ
ん
の
父
で
、
今
西
家
か
ら
重
田
家
へ
養
子
に
入
っ
た
人
物
で

あ
る
。
蔵
書
を
受
け
継
ぎ
、
明
治
期
に
整
理
を
し
た
の
は
こ
の
人
で

あ
ろ
う
。『

日
本
外
史
論
文』

に
は
詳
細
な
書
き
入
れ
が
施
さ
れ
て

お
り
、
省
三
の
学
修
の
跡
と
目
さ
れ
る
。
ま
た
、
和
歌
や
俳
諧
の
書

物
が
含
ま
れ
る
の
は
、
弘
道
館
以
来
の
学
風
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る

(『

兵
庫
県
教
育
史』

参
照)

。
明
治
三
十
三
年

(

一
九
〇
〇)

刊

出石重田家旧蔵文書および典籍について
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『
体
用
相
応
之
巻』

は
、
著
者
の
未
生
斎
康
甫

(

広
甫
・
一
七
九
一

〜
一
八
六
一)

が
但
馬
国
気
多
郡
土
居
村

(

現
在
の
兵
庫
県
豊
岡
市

日
高
町)
の
出
身
で
、
華
道
未
生
流
の
二
世
を
継
い
だ
人
物
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
地
元
に
ゆ
か
り
あ
る
人
の
著
作
と
い
え
よ
う
。

以
上
の
文
書
と
典
籍
の
在
り
方
に
は
、｢

文
武
両
道
の
円
満
な
発

達
を
期
し

(

�)｣

た
出
石
藩
士
の
修
学
の
様
子
が
う
か
が
え
た
。
江
戸
後

期
に
三
大
御
家
騒
動
の
ひ
と
つ
仙
石
騒
動
が
起
こ
り
、
藩
士
た
ち
も

穏
や
か
な
ら
ざ
る
日
々
を
送
る
こ
と
に
な
る
。
重
田
家
は
政
治
の
表

舞
台
に
名
は
出
な
い
が
、
彼
の
動
乱
を
く
ぐ
り
抜
け
た
一
族
で
あ
る

こ
と
に
違
い
な
く
、
こ
れ
ら
の
資
料
群
は
、
当
時
の
武
家
の
動
静
を

知
る
手
が
か
り
に
も
な
ろ
う
。

そ
こ
で
以
下
に
、｢

拝
領
御
的
矢
添
書｣

の
本
文
を
紹
介
し
、
典

籍
の
目
録
を
掲
載
す
る
。
い
ず
れ
も
、
二
〇
一
八
年
度
後
期
と
二
〇

一
九
年
度
後
期
の

｢

私
法
特
別
講
義
Ａ

(

古
文
書
読
解)｣
で
実
施

し
た
調
査
の
成
果
に
基
づ
く
。
二
〇
一
八
年
度
は
、
典
籍
一
点
ず
つ

の
調
書
を
取
っ
て
目
録
を
作
成
し
、
和
本
の
補
修
も
行
っ
た
。
受
講

生
は
、
和
田
笑
葉
、
北
川
航
平
、
中
島
健
登
、
豊
田
秀
矢
、
松
沢
遼
、

森
田
芹
奈
、
三
村
竜
生
、
荒
巻
卓
也
、
奥
田
拓
海
、
橘
晏
佳
の
十
名

で
あ
り
、
大
谷
順
子
さ
ん
に
も
お
手
伝
い
い
た
だ
い
た
。
二
〇
一
九

年
度
は
、
文
書
の
調
査
と
、
典
籍
目
録
の
確
認
を
行
っ
た
。
受
講
生

は
、
堀
川
康
平
、
八
元
洸
揮
、
高
田
優
真
、
中
山
起
良
、
田
村
薫
、

松
下
大
輔
、
土
居
真
大
、
森
川
貴
大
、
小
林
海
斗
、
楢
原
透
の
十
名

で
あ
る
。
こ
の
際
も
大
谷
さ
ん
に
は
随
時
ご
参
加
い
た
だ
い
た
。

注

(

�)
『

諸
氏
略
家
譜』

の
引
用
は
、
豊
岡
市
立
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の

｢

郷
土
資
料
関
係
情
報
・
古
文
書｣

に
掲
載
さ
れ
た
Ｐ
Ｄ
Ｆ
に

よ
る
。

(

�)
『

出
石
町
史』

第
一
巻

(

通
史
編
上)

(

出
石
町
、
一
九
八
四
年
、

四
八
五
頁)

を
参
照
し
た
。

(

�)

引
用
は
、『

兵
庫
県
教
育
史

藩
学
郷
学
私
塾
寺
小
屋
篇』

(

兵

庫
県
教
育
会
、
一
九
四
三
年
、
三
〇
〇
頁)

に
よ
る
。

(

�)

豊
岡
市
立
歴
史
博
物
館
の
石
原
由
美
子
氏
に
ご
教
示
い
た
だ
い

た
。
ま
た
、
石
原
氏
に
は
、
本
稿
脱
稿
後
に
文
書
の
整
理
を
お
引
き

受
け
い
た
だ
き
、
様
々
に
ご
教
示
を
賜
っ
た
、
こ
こ
に
記
し
て
感
謝

申
し
上
げ
る
。

(

�)

引
用
は
、『

兵
庫
県
教
育
史

藩
学
郷
学
私
塾
寺
小
屋
篇』

(

兵

庫
県
教
育
会
、
一
九
四
三
年
、
三
〇
一
頁)

に
よ
る
。

神戸学院法学 第48巻第 3･4 号
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文
書

(
包
紙)

拝
領
御
的
矢
添
書

(

本
文)

文
政
十
三
庚
寅
の
秋
菊
月
十
九
日
的
前

御
見
分
之
砌
、

大
殿

久
道
公

出
御
被
遊

御
覧
、
老
年
之
某
被
為

御
目
ニ
留

不
存
奇

(

寄
か)

奉
蒙

御
懇
意
、
其
上
御
的
矢
拝
領
之
仕
、
誠
ニ
生
々

世
々
、
冥
加
至
極
難
有
仕
合
、
此
上
も
な
き

家
之
面
目
、
後
世
之
宝
物
、
し
か
も
其
砌

右
拝
領
之
御
矢
ニ
て
立
之
射
前
ヲ
射
候
様

伺
之
上
蒙

御
意
、
則

御
目
通
ニ
て
一
立
射
候
処
、
仕
合
ニ

半
矢
は
的
の
下
ふ
ち
ニ
射
ル
、
乙
矢
は
星
の

前
目
ニ
当
ル
、
因
テ
後
年
之
吹
聴
ニ
も
可
成
哉
と

記
し
残
し
置
の
み
、

重
田
甚
五
兵
衛居

中

(

花
押)

七
十
六
歳

右
本
文
之
趣
、
ま
こ
と
に
稀
な
る

難
有
さ
の
餘
り
ニ
、
拙
な
き
言
の
葉
を

発
句
脇
第
三
の
三
句
に
つ
ゝ
り

左
ニ
し
る
し
置
、

老
木
に
も
君
の
恵
み
や
帰
り
咲

御
矢
い
た
ゝ
き
て
冥
加
身
に
し
む

錆
鮎
も
照
る
明
徳
に
生
延
て

目
録

凡
例

一
、
番
号
は
、
出
版
年
順
に
付
し
た
。

一
、
表
題
は
、
外
題
に
よ
る
が
、
外
題
が
な
い
場
合
は
、
内
題
や
内

容
か
ら
推
定
し
た
題
を

[
]

に
入
れ
て
示
し
た
。

一
、
出
版
年
は
、
記
載
が
な
い
場
合
は
、
推
定
年
代
を
付
し
た
。

『

日
本
外
史
論
文』

は
写
本
の
た
め
成
立
年
を
示
し
た
。

一
、
編
著
者
は
、
記
載
が
な
い
場
合
は
、
推
定
に
よ
り
示
し
た
。

一
、
ラ
ベ
ル
の
部
・
号
は
、
原
本
に
貼
ら
れ
た
紙
片

(

ラ
ベ
ル)

の

｢
部｣

と

｢

号｣

の
欄
に
記
入
さ
れ
た
文
字
を
示
し
た
。

一
、
備
考
に
は
、
原
本
に
押
印
さ
れ
た
印
と
書
き
付
け
の
署
名
を
中

心
に
記
し
た
が
、
一
部
割
愛
し
た
。
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７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 番
１ １ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ２ １ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ ３ ２ １ 号

増
続
大
広
益
会
玉
篇
大
全

子

首
巻

博
物
新
編
訳
解

増
訂
再
刻

二
上

[

日
本
政
記

後
土
御
門
至
後
陽
成

八]

日
本
政
記

後
村
上
至
後
花
園

七

[

日
本
政
記

順
徳
至
後
醍
醐

六]

日
本
政
記

後
三
條
至
土
御
門

五

日
本
政
記

光
考
至
後
冷
泉

四

日
本
政
記

光
仁
至
陽
成

三

日
本
政
記

皇
極
至
穂
徳

二

[

日
本
政
記

神
武
至
廃
帝

一]

類
題
青
藍
集

巻
下

類
題
青
藍
集

巻
上

俳
諧
発
句
類
題
狭
蓑
集

秋
之
部

俳
諧
発
句
類
題
狭
蓑
集

夏
之
部

易
学
発
蒙

巻
之
五

易
学
発
蒙

巻
之
四

易
学
発
蒙

巻
之
三

易
学
発
蒙

巻
之
二

易
学
発
蒙

巻
之
一

唐
詩
選
解

下

唐
詩
選
解

中

唐
詩
選
解

上 表

題

明
治
８
年

明
治
７
年

文
久
元
年

文
久
元
年

文
久
元
年

文
久
元
年

文
久
元
年

文
久
元
年

文
久
元
年

文
久
元
年

安
政
６
年

安
政
６
年

弘
化
３
年

弘
化
３
年

文
政
元
年

文
政
元
年

文
政
元
年

文
政
元
年

文
政
元
年

天
明
３
年

天
明
３
年

天
明
３
年

出
版
年

1875

1874

1861

1861

1861

1861

1861

1861

1861

1861

1859

1859

1846

1846

1818

1818

1818

1818

1818

1783

1783

1783

西
暦

毛
利
貞
斎
編

大
森
惟
中
訳

頼
山
陽

頼
山
陽

頼
山
陽

頼
山
陽

頼
山
陽

頼
山
陽

頼
山
陽

頼
山
陽

秋
元
安
民
撰

秋
元
安
民
撰

仁
比
多
碓
嶺
撰

仁
比
多
碓
嶺
撰

井
上
教
親

井
上
教
親

井
上
教
親

井
上
教
親

井
上
教
親

宇
野
東
山

宇
野
東
山

宇
野
東
山 編

著

者

字
類

歴
史

国
学
国
学

詩
文
詩
文
詩
文
ラ
ベ
ル
・
部

壱 貳 一
一
一
一 三 三 三 号

大
浜
小
学
校
印

三
宅
印
／
生
熊
印
・
今
西
徹
署
名

生
熊
印
・
今
西
徹
署
名

生
熊
印
・
今
西
徹
署
名

三
宅
印
／
生
熊
印
・
今
西
徹
署
名

三
宅
印
／
生
熊
印
・
今
西
徹
署
名

三
宅
印
／
生
熊
印
・
今
西
徹
署
名

三
宅
印
／
生
熊
印

三
宅
印
／
生
熊
印
・
今
西
徹
署
名

井
上
印
／
朱
印

井
上
印
／
朱
印

朱
印
／
小
谷
省
三
印

朱
印
／
小
谷
省
三
印

井
上
印
／
含
翠
楼
印

井
上
印
／
含
翠
楼
印

井
上
印
／
含
翠
楼
印

井
上
印
／
含
翠
楼
印

井
上
印
／
含
翠
楼
印

墨
印
墨
印
墨
印

備

考
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９ ８ ７ 番
６ ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 12 11 10 ９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ 号

校
正
標
註
日
本
外
史

三
刻
六

校
正
標
註
日
本
外
史

三
刻
五

校
正
標
註
日
本
外
史

三
刻
四

校
正
標
註
日
本
外
史

三
刻
三

校
正
標
註
日
本
外
史

三
刻
二

校
正
標
註
日
本
外
史

三
刻
一

国
史
略

五

国
史
略

四

国
史
略

三

国
史
略

二

[

国
史
略

一]

増
続
大
広
益
会
玉
篇
大
全

亥

十
画

[

増
続
大
広
益
会
玉
篇
大
全

戌

八
九
画]

[

増
続
大
広
益
会
玉
篇
大
全

酉

七
画]

増
続
大
広
益
会
玉
篇
大
全

申

六
画
下

[

増
続
大
広
益
会
玉
篇
大
全

未

六
画
上]

増
続
大
広
益
会
玉
篇
大
全

午

五
画

増
続
大
広
益
会
玉
篇
大
全

巳

四
画
下

増
続
大
広
益
会
玉
篇
大
全

辰

四
画
上

増
続
大
広
益
会
玉
篇
大
全

卯

三
画
下

増
続
大
広
益
会
玉
篇
大
全

寅

三
画
上

増
続
大
広
益
会
玉
篇
大
全

丑

一
二
画

表

題

明
治
９
年

明
治
９
年

明
治
９
年

明
治
９
年

明
治
９
年

明
治
９
年

明
治
８
年

明
治
８
年

明
治
８
年

明
治
８
年

明
治
８
年

明
治
８
年

明
治
８
年

明
治
８
年

明
治
８
年

明
治
８
年

明
治
８
年

明
治
８
年

明
治
８
年

明
治
８
年

明
治
８
年

明
治
８
年

出
版
年

1876

1876

1876

1876

1876

1876

1875

1875

1875

1875

1875

1875

1875

1875

1875

1875

1875

1875

1875

1875

1875

1875

西
暦

頼
山
陽

頼
山
陽

頼
山
陽

頼
山
陽

頼
山
陽

頼
山
陽

岩
垣
松
苗

岩
垣
松
苗

岩
垣
松
苗

岩
垣
松
苗

岩
垣
松
苗

毛
利
貞
斎
編

毛
利
貞
斎
編

毛
利
貞
斎
編

毛
利
貞
斎
編

毛
利
貞
斎
編

毛
利
貞
斎
編

毛
利
貞
斎
編

毛
利
貞
斎
編

毛
利
貞
斎
編

毛
利
貞
斎
編

毛
利
貞
斎
編
編

著

者

歴
史
歴
史
歴
史
歴
史
歴
史
歴
史
歴
史
歴
史
歴
史
歴
史
歴
史
字
類

字
類

字
類
字
類
字
類
字
類
字
類
字
類
ラ
ベ
ル
・
部

壱 壱 壱 壱 壱 壱 三 三 三 三 三 壱 壱 壱 壱 壱 壱 壱 壱 号

小
谷
印
／
今
西
印
・
今
西
氏
署
名

小
谷
印
／
今
西
印
・
今
西
氏
署
名

小
谷
印
・
今
西
氏
署
名

今
西
印
・
今
西
氏
署
名

今
西
印
・
今
西
氏
署
名

小
谷
印
・
今
西
氏
署
名

浦
上
村
今
西
氏
署
名

今
西
氏
署
名

今
西
氏
署
名

今
西
印

今
西
印

備

考
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11 10 ９ 番
９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ６ ５ ４ ３ ２ １ 13 12 11 10 ９ ８ ７ 号

点
註
唐
宋
八
家
文
読
本

九

点
註
唐
宋
八
家
文
読
本

八

点
註
唐
宋
八
家
文
読
本

七

点
註
唐
宋
八
家
文
読
本

六

点
註
唐
宋
八
家
文
読
本

五

点
註
唐
宋
八
家
文
読
本

四

点
註
唐
宋
八
家
文
読
本

三

点
註
唐
宋
八
家
文
読
本

二

点
註
唐
宋
八
家
文
読
本

一

兵
要
万
国
地
理
小
誌

四
下

兵
要
万
国
地
理
小
誌

四
上

兵
要
万
国
地
理
小
誌

三

兵
要
万
国
地
理
小
誌

二
下

兵
要
万
国
地
理
小
誌

二
上

兵
要
万
国
地
理
小
誌

一
[

校
正
標
註
日
本
外
史

地
図]

校
正
標
註
日
本
外
史

三
刻
十
二

校
正
標
註
日
本
外
史

三
刻
十
一

校
正
標
註
日
本
外
史

三
刻
十

校
正
標
註
日
本
外
史

三
刻
九

校
正
標
註
日
本
外
史

三
刻
八

校
正
標
註
日
本
外
史

三
刻
七

表

題

明
治
11
年

明
治
11
年

明
治
11
年

明
治
11
年

明
治
11
年

明
治
11
年

明
治
11
年

明
治
11
年

明
治
11
年

明
治
９
年

明
治
９
年

明
治
９
年

明
治
９
年

明
治
９
年

明
治
９
年

明
治
９
年

明
治
９
年

明
治
９
年

明
治
９
年

明
治
９
年

明
治
９
年

明
治
９
年

出
版
年

1878

1878

1878

1878

1878

1878

1878

1878

1878

1876

1876

1876

1876

1876

1876

1876

1876

1876

1876

1876

1876

1876

西
暦

沈
徳
潜
撰
・
川
上
広
樹
纂
評

沈
徳
潜
撰
・
川
上
広
樹
纂
評

沈
徳
潜
撰
・
川
上
広
樹
纂
評

沈
徳
潜
撰
・
川
上
広
樹
纂
評

沈
徳
潜
撰
・
川
上
広
樹
纂
評

沈
徳
潜
撰
・
川
上
広
樹
纂
評

沈
徳
潜
撰
・
川
上
広
樹
纂
評

沈
徳
潜
撰
・
川
上
広
樹
纂
評

沈
徳
潜
撰
・
川
上
広
樹
纂
評

近
藤
圭
造
訳
述

近
藤
圭
造
訳
述

近
藤
圭
造
訳
述

近
藤
圭
造
訳
述

近
藤
圭
造
訳
述

近
藤
圭
造
訳
述

頼
山
陽

頼
山
陽

頼
山
陽

頼
山
陽

頼
山
陽

頼
山
陽

頼
山
陽
編

著

者

詩
文
詩
文
詩
文
詩
文
詩
文
詩
文
詩
文
書

詩
文
書

歴
史
歴
史
歴
史
歴
史
歴
史
歴
史
歴
史
ラ
ベ
ル
・
部

壱 壱 壱 壱 壱 壱 壱 壱 壱 壱 壱 壱 壱 壱 壱 号

伊
印
／
今
西
印
・
今
西
氏
署
名

伊
印
／
今
西
印
・
今
西
氏
署
名

伊
印
／
今
西
印
・
今
西
氏
署
名

伊
印
／
今
西
印
・
今
西
氏
署
名

伊
印
／
今
西
氏
・
今
西
氏
署
名

伊
印
／
今
西
印
・
今
西
氏
署
名

伊
印
／
今
西
印

伊
印
／
今
西
印

伊
印
ラ
ベ
ル
印

北
ア
メ
リ
カ
地
図
・
ラ
ベ
ル
印

ア
フ
リ
カ
地
図

重
田
氏
印
／
ラ
ベ
ル
印

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
図
・
重
田
氏
印
／
ラ
ベ
ル
印

北
極
圏
を
含
む
世
界
地
図

小
谷
印
・
今
西
氏
署
名
・
涼
風
楼
主
人
署
名

小
谷
印
・
今
西
氏
署
名

小
谷
印
・
今
西
氏
署
名

小
谷
印
・
今
西
氏
署
名

小
谷
印
・
今
西
氏
署
名

小
谷
印
・
今
西
氏
署
名

備

考
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18 17 16 15 14 13 12 11 番
１ １ １ ４ ３ ２ １ ３ ２ １ １ ４ ３ ２ １ 16 15 14 13 12 11 10 号

純
正
豪
求
字
類
大
全

続
文
章
軌
範
字
引
大
全

巻
一

[

文
章
軌
範
字
引
大
全]

[

古
今
紀
要

四]

古
今
紀
要

三

古
今
紀
要

二

[

古
今
紀
要

一]

唐
宋
八
大
家
文
字
引
大
全

四

唐
宋
八
大
家
文
字
引
大
全

三

唐
宋
八
大
家
文
字
引
大
全

二

日
本
外
史
字
引
大
全

三

十
八
史
略
訓
蒙

四
巻

十
八
史
略
訓
家

三
巻

[

十
八
史
略
訓
蒙

二
巻]

十
八
史
略
訓
蒙

一
巻

点
註
唐
宋
八
家
文
読
本

十
六

点
註
唐
宋
八
家
文
読
本

十
五

点
註
唐
宋
八
家
文
読
本

十
四

[

点
註
唐
宋
八
家
文
読
本

十
三]

点
註
唐
宋
八
家
文
読
本

十
二

点
註
唐
宋
八
家
文
読
本

十
一

点
註
唐
宋
八
家
文
読
本

十

表

題

明
治
15
年

明
治
14
年

明
治
14
年

明
治
14
年

明
治
14
年

明
治
14
年

明
治
14
年

明
治
14
年

明
治
14
年

明
治
14
年

明
治
12
年

明
治
12
年

明
治
12
年

明
治
12
年

明
治
12
年

明
治
11
年

明
治
11
年

明
治
11
年

明
治
11
年

明
治
11
年

明
治
11
年

明
治
11
年

出
版
年

1882

1881

1881

1881

1881

1881

1881

1881

1881

1881

1879

1879

1879

1879

1879

1878

1878

1878

1878

1878

1878

1878

西
暦

佐
野
元
恭

桜
井
茂
衛
編

桜
井
茂
衛
編

川
島
棋
坪
編

川
島
棋
坪
編

川
島
棋
坪
編

川
島
棋
坪
編

行
徳
敬
二
郎
編

行
徳
敬
二
郎
編

行
徳
敬
二
郎
編

岩
井
真
二
郎
編

長
瀬
寛
二
編

長
瀬
寛
二
編

長
瀬
寛
二
編

長
瀬
寛
二
編

沈
徳
潜
撰
・
川
上
広
樹
纂
評

沈
徳
潜
撰
・
川
上
広
樹
纂
評

沈
徳
潜
撰
・
川
上
広
樹
纂
評

沈
徳
潜
撰
・
川
上
広
樹
纂
評

沈
徳
潜
撰
・
川
上
広
樹
纂
評

沈
徳
潜
撰
・
川
上
広
樹
纂
評

沈
徳
潜
撰
・
川
上
広
樹
纂
評

編

著

者

字
類
字
類
字
類
歴
史
歴
史
歴
史
歴
史
字
類
字
類
字
類
字
類
字
類
字
類
字
類
字
類
詩
文
詩
文
詩
文
詩
文
詩
文
詩
文
詩
文
ラ
ベ
ル
・
部

一
六
一
五
一
五 七 七 七 七 一

四
一
四
一
四 五 九 九 九 九 壱 壱 壱 壱 壱 壱 壱 号

朱
印
・
裏
に
今
西
氏
明
治
十
五
年
購
入
の
記

朱
印
／
小
谷
省
三
印

朱
印
／
小
谷
省
三
印

朱
印

朱
印
小
谷
省
三
印
／
小
谷
印

小
谷
印

小
谷
省
三
印

小
谷
省
三
印

伊
印
／
今
西
印
・
今
西
氏
署
名

伊
印
／
今
西
印
・
今
西
氏
署
名

今
西
氏
・
今
西
氏
署
名

伊
印
／
今
西
印
・
今
西
氏
署
名

伊
印
／
今
西
印
・
今
西
氏
署
名

伊
印
／
今
西
印
・
今
西
氏
署
名

伊
印
／
今
西
印
・
今
西
氏
署
名

備

考
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27 26 25 24 23 22 21 20 19 番
３ ２ １ １ １ ３ ２ １ １ ３ ２ １ ６ ５ ４ ３ ２ １ １ ３ ２ １ 号

文
法
釈
義
正
文
章
軌
範
明
弁

巻
之
三

文
法
釈
義
正
文
章
軌
範
明
弁

巻
之
二

[

文
法
釈
義
正
文
章
軌
範
明
弁

巻
之
一]

小
学
修
身
課
書
字
引

二

小
学
字
引
大
全

完

鼇
頭
図
解
十
八
史
略
字
類
大
全

四

鼇
頭
図
解
十
八
史
略
字
類
大
全

三

鼇
頭
図
解
十
八
史
略
字
類
大
全

一

学
校
用
本
代
数
学

上
篇

刪
修
近
古
史
談

巻
之
四

刪
修
近
古
史
談

巻
之
三

刪
修
近
古
史
談

巻
之
一

十
八
史
略

十
八
史
略

五

[

十
八
史
略

巻
四]

[

十
八
史
略

巻
三]

[

十
八
史
略

巻
二]

[

十
八
史
略

巻
一]

日
本
外
史
論
文

[

箋
註
純
正
蒙
求
校
本

下]

箋
註
純
正
蒙
求
校
本

中

箋
註
純
正
蒙
求
校
本

上

表

題

明
治
18
年

明
治
18
年

明
治
18
年

明
治
18
年

明
治
17
年

明
治
17
年

明
治
17
年

明
治
17
年

明
治
17
年

明
治
17
年

明
治
17
年

明
治
17
年

明
治
16
年

明
治
16
年

明
治
16
年

明
治
16
年

明
治
16
年

明
治
16
年

明
治
15
年

明
治
15
年

明
治
15
年

明
治
15
年

出
版
年

1885

1885

1885

1885

1884

1884

1884

1884

1884

1884

1884

1884

1883

1883

1883

1883

1883

1883

1882

1882

1882

1882

西
暦

高
垣
守
正

高
垣
守
正

高
垣
守
正

河
村
与
一
郎
解

平
山
政
�
編

内
山
経
知
編

内
山
経
知
編

内
山
経
知
編

小
出
寿
之
太

大
槻
磐
渓

大
槻
磐
渓

大
槻
磐
渓

岩
垣
彦
明
校
訂

岩
垣
彦
明
校
訂

岩
垣
彦
明
校
訂

岩
垣
彦
明
校
訂

岩
垣
彦
明
校
訂

岩
垣
彦
明
校
訂

三
島
中
洲

胡
炳
文
撰
・
近
藤
元
粋
注

胡
炳
文
撰
・
近
藤
元
粋
注

胡
炳
文
撰
・
近
藤
元
粋
注

編

著

者

詩
文
詩
文
詩
文
字
類
字
類
字
類
字
類
字
類
数
学

歴
史
歴
史
歴
史
歴
史
歴
史
歴
史
歴
史

倫
理

ラ
ベ
ル
・
部

貳 貳 貳 二
二
一
七 八 八 八 五 六 四 四 四 四 四 四 壱 号

小
谷
印
／
朱
印

朱
印
／
小
谷
省
三
印

小
谷
印
・
涼
風
楼
主
人
署
名

小
谷
印

小
谷
印
・
小
谷
子
正
署
名

小
谷
印
・
子
静
署
名

ラ
ベ
ル
印
／
小
谷
印
／
重
田
印

小
谷
省
三
印
／
朱
印
・
涼
風
楼
主
人
署
名

小
谷
省
三
印
／
朱
印
・
涼
風
楼
主
人
署
名

小
谷
省
三
印
／
朱
印
・
涼
風
楼
主
人
署
名

小
谷
印

小
谷
印

小
谷
印

小
谷
印

小
谷
印

今
西
省
三
書
写
・
頭
注
書
き
入
れ

今
西
氏
署
名

今
西
氏
署
名

朱
印

備

考
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39 38 37 36 35 34 33 32 31 30 29 28 27 番
１ １ １ １ １ １ １ １ ３ ２ １ １ １ ３ ２ １ ６ ５ ４ 号

標
準
生
花
教
本

全

神
拝
詞

華
術
三
才
之
巻

完

独
和
辞
典

国
民
講
演

第
壹
輯

報
徳
之
真
髄

体
用
相
応
之
巻

完

台
湾
の
公
学
設
置
に
関
す
る
意
見

日
本
大
文
典

第
四
編

日
本
大
文
典

第
参
編

日
本
大
文
典

第
壱
編

[

版
画
手
本

植
物
・
動
物]

新
撰
日
本
文
学
史
略

全

普
通
教
育

和
文
初
学

巻
之
下

普
通
教
育

和
文
初
学

巻
之
中

[

普
通
教
育

和
文
初
学

巻
之
上]

文
法
釈
義
正
文
章
軌
範
明
弁

巻
之
七

文
法
釈
義
正
文
章
軌
範
明
弁

巻
之
五

文
法
釈
義
正
文
章
軌
範
明
弁

巻
之
四

表

題

昭
和
14
年

昭
和
４
年

昭
和
２
年

大
正
14
年

明
治
44
年

明
治
41
年

明
治
33
年

明
治
30
年

明
治
30
年

明
治
30
年

明
治
30
年

明
治
28
年

明
治
25
年

明
治
24
年

明
治
24
年

明
治
24
年

明
治
18
年

明
治
18
年

明
治
18
年

出
版
年

1939

1929

1927

1925

1911

1908

1900

1897

1897

1897

1897

1895

1892

1891

1891

1891

1885

1885

1885

西
暦

辻
井
弘
洲

武
田
芳
太
郎

未
生
斎
貴
久
甫
編

三
浦
吉
兵
衛
・
権
田
保
之
助

佐
藤
範
雄

留
岡
幸
助
編

未
生
斎
康
甫

伊
沢
修
二

落
合
直
文

落
合
直
文

落
合
直
文

石
倉
五
洲

鈴
木
弘
恭

羽
山
尚
徳
編

羽
山
尚
徳
編

羽
山
尚
徳
編

高
垣
守
正

高
垣
守
正

高
垣
守
正 編

著

者

国
学

国
学
国
学
国
学

詩
文
詩
文
詩
文
ラ
ベ
ル
・
部

三 貳 九 九 貳 貳 貳 号

今
西
印
・
裏
表
紙
に｢

浦
上
村｣

と
あ
り

小
谷
印
／
朱
印

小
谷
印
／
朱
印

小
谷
印
／
朱
印 備

考



(400)

付
記

大
谷
順
子
さ
ん
か
ら
最
初
に
相
談
を
受
け
た
の
は
二
〇
一
七

年
二
月
で
あ
っ
た
が
、
筆
者
の
力
不
足
の
た
め
、
調
査
に
時
間
が

か
か
っ
て
し
ま
っ
た
。
目
録
を
完
成
し
得
た
の
は
、
受
講
生
の
尽

力
の
お
か
げ
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
間
に
、
早
稲
田
大
学
の
和
仁
か

や
先
生
に
近
世
法
制
史
の
観
点
よ
り
出
石
藩
の
歴
史
や
資
料
の
扱

い
に
つ
い
て
を
、
山
口
大
学
の
尾
崎
千
佳
先
生
に

｢

拝
領
御
的
矢

添
書｣

の
読
み
方
や
末
尾
の
句
に
つ
い
て
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

貴
重
な
資
料
を
調
査
す
る
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
大
谷
さ
ん

と
、
ご
指
導
く
だ
さ
っ
た
和
仁
先
生
と
尾
崎
先
生
、
そ
し
て
受
講

生
の
皆
さ
ん
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。
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